
担当課 予算計上額 頁

豊かな自然環境をつなぐ
はんなん森里川海プロジェクト事業

まちの活力創造課 10,000 86・87

沿岸域の自然系海岸藻場の再生創出を図る
ブルーカーボン推進事業

まちの活力創造課 990 86・87

物価高対応新生児子育て応援給付金事業 こども支援課 3,724 132・133

泉州医療圏救急医療対策事業 健康増進課 3,985 140・141

がん患者医療用ウィッグ等購入費助成事業 健康増進課 200 140・141

★
災害発生時に拠点施設となる
防災コミュニティセンター改修事業

危機管理課 34,961 84・85

★ 本庁舎耐震改修事業 総務課 34,034 84・85

災害発生に備えた災害重点備蓄物資整備事業 危機管理課 1,158 178・179

小学校給食費支援事業並びに教育・保育施設及び
中学校物価高騰対策給食費支援事業

こども政策課
学校給食センター

180,795
126・127
196・197
208・209

保育人材確保に向けた
私立保育施設保育士等就職支援事業

こども政策課 5,000 130・131

★ 子育て拠点（第２ステージ）環境改善事業 こども政策課 34,060
128・129
196・197

教育環境の充実に向けた
ネットワークシステム整備事業

教育総務課 147,534 182・183

学力向上事業（自動採点システムの導入） 学校教育課 933 184・185

学校と地域と保護者をつなぐ
コミュニティ・スクール運営事業

学校教育課 157 182～185

★ 桃の木台小学校トイレ改修事業 教育総務課 116,037 186～189

★ 社会教育施設長寿命化事業 生涯学習推進室 481,896 204・205

地域産業の活性化に向けた地域ポイント事業 企画課 1,626 160・161

企業誘致促進事業 企画課 9,094 160・161

特産品開発及び生産力強化支援事業 企画課 40,051 160・161

公用車運用最適化事業 総務課 7,470 84・85

ふるさとまちづくり応援寄附感謝事業 まちの活力創造課 260,000 82～87

※★：投資的事業

ふるさとまちづくり応援寄附の推進とともに、その寄附金を財源として、寄附者の意向を反映した
安心・安全のまちづくりに関する事業や自然環境の保全及び活用に関する事業など６事業を実施
し、個性豊かな魅力あるまちづくりを行う。

第５章  　にぎわいと交流を促し、自然環境と調和した未来のまち

「地域経済が回るまち」をめざす取組の一環として、商工会と連携して地域ポイント「はなポ」を
引き続き実施する。また、市内事業者及び市民生活への物価高騰に対する支援並びに制度の普及を
図るため、行政ポイントを付与するポイントバックキャンペーンなどを継続的に実施する。

※令和７年度から令和８年度への繰越額を含めた事業費総額は約8,500万円

実効性の高い企業誘致活動の展開に向けて、市内に立地の可能性が高い企業を把握するため、企業
誘致意向調査等を実施する。

新たな特産品の開発及び既存の特産品の生産強化等を支援するため、「阪南市版ふるさと納税3.0
（クラウドファンディング型）」を令和８年度から導入し、地域事業者の挑戦を後押しする。

第６章  　持続可能な発展を支える行政経営のまち

公用車管理業務におけるDX化を推進し、デジタル技術による一元的な運行管理体制を構築する。併
せて車両の保有・管理形態を一体的に見直すことで、安全確保と運用の効率化を両立させ、蓄積さ
れた稼働データに基づき保有台数の適正化による経費節減を図る。

阪南市社会教育施設長寿命化個別計画に基づく大規模改修の一環として、文化センター及び図書館
の熱源及び空調機器の更新工事を行う。

津波浸水区域に居住する市民の指定緊急避難場所となっている防災コミュニティセンターについ
て、非常階段の安全性を確保し、災害時の避難経路の信頼性を向上させるため、改修工事を行う。

市役所本庁舎は昭和50年に建設された旧耐震基準の建物であり、今後想定される大規模災害に備
え、令和７年度に引き続き耐震改修等に向けた設計業務を実施する。

南海トラフ地震の発生が切迫するなか大規模災害による被害に備えるため、阪南市地域防災計画に
基づく災害重点備蓄物資の目標量を確保し、より一層の災害への備えを進める。

第４章  　人生100年時代を迎え、誰もが学んだ成果を地域で活かして輝けるまち

小学校及び就学前教育・保育施設の給食費等を全額補助し、中学校の給食費を一部補助すること
で、物価高騰等の影響を受ける子育て世帯への支援を行います。

保育士等の就労の促進と離職の防止を図るため、保育士等の人材確保策として、私立保育施設を対
象に補助金の交付を行う。

第２ステージにおける再構築後の子育て施設となる、はあとり幼稚園及び石田保育所の安全で良好
な教育・保育環境を確保・維持するため、施設等の改修を行う。

ICTの活用により、子どもたちに向き合う時間を確保し、一人ひとりの能力や特性に応じた「個別学
習」や、教え合い学び合う「協働学習」の効果的な実施を進めるため、通信速度向上による校内
ネットワーク環境の改善や校務支援システム等の更新を行う。

教員の教科指導力向上のための研修の充実と授業改善を図ることにより、子どもたちの「確かな学
力」と「生きる力」を育成する。また、自動採点システムを中学校に導入することにより、個別最
適な学びの充実及び教員の負担軽減を図る。

市内の小中学校に学校と地域と保護者がパートナーとなり、子どもたちの豊かな学びや成長を支え
ることなどを目的とした、コミュニティ・スクールを導入するため、令和９年度のモデル校設置に
向けた準備を進める。

子どもたちの教育環境及び指定避難所の環境改善を図るため、桃の木台小学校のトイレ改修を行
う。

第３章　  安全に、安心して暮らせる住み続けたいと思えるまち

令 和 ８ 年 度　 主 要 事 業 一 覧

（単位：千円）

事    　　業　　    名 事　    業    　内    　容

第１章　  人と地域がつながり、多様な価値観とにぎわいによる共創のまち

持続可能で好循環な地域づくりの実現に向け、環境省の「良好な環境を活用した観光モデル事業」
（全国の自治体で唯一選定）を通じて、本市の豊かな自然環境を活かした観光コンテンツの造成に
取り組む。

関西エアポート（株）より提供される海藻を本市沿岸域に移植することで、ブルーカーボン生態系
の再生・創出を図るとともに、大阪湾MOBAリンク構想の実現に寄与する。

第２章　  誰もが、健やかにいきいきと暮らせるまち

物価高の影響が長期化する中、特に影響を受ける子育て世帯を支援し、子どもの健やかな成長を応
援するため、国の「物価高対応子育て応援手当」の対象外となる令和８年４月１日以降（令和８年
12月31日まで）に出生した新生児を対象に、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用
し、阪南市独自の給付金を支給する。

休日・夜間における二次救急患者に加え、小児初期救急患者への医療を確保するため、医療機関の
運営費の一部を８市４町が共同して補助する。

がん患者の療養生活の質の向上及び就労、社会参加等の両立を支援するため、医療用ウィッグ等の
購入費用を支援する。


